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● 総社市社会福祉協議会からの地域福祉情報紙 ●
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社会福祉協議会とは、社会福祉法人格をもった民間
の福祉団体です。地域において住民が主体となる住民
組織と公私の社会福祉に関する活動を行う関係者等に
より構成され、地域における保健福祉上の諸課題を計
画的・協働的努力によって解決しようとする公共性・
公益性の高い民間非営利団体で、「誰もが安心して豊か
に暮らせるまちづくり」を目的とした地域福祉を推進
する組織です。

しゃきょう

総社市社会福祉協議会とは？（略して 社 協）
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「みんなのちいきふくし」は、赤い羽根共同募金
配分金の一部を利用して発行しています。

実施期間／平成21年度中
実施主体／総社市社会福祉協議会

地区社会福祉協議会（地区社協）
実施方法／地区社協を構成される方々のご協力を得　

て、お願いにまわらせていただいています。

会員区分および会費額
普通会員　1,000円
賛助会員　2,000円
特別会員　5,000円

※1,000円未満についても普通
会員とさせていただきます。

※個人情報の取扱についてのお知らせ
社協会員の個人情報につきましては、会費の募集時に地区ごとの会員名

簿を地区役員等にお渡しし会費を徴収する場合がありますが、名簿の取り
扱い等につきましては、慎重を期すようお願いしておりますので、ご理解
ご協力いただきますようよろしくお願いいたします。

住民主体の活動を支える
「会員会費」などが財源です。
社協の様々な活動は、住民の
皆様からいただいた会員会費
や共同募金、寄付金他、公的
補助金などが財源となってい
ます。

「総社市社会福祉協議会」と「地区社会福祉協議会（地区社協）」が両輪となって福祉活動を推進しています。
総社市社協ではボランティア活動や高齢者・障がい者福祉、子育て支援など市内全域を対象にした福祉活

動を推進しています。
また、小地域での福祉活動を進めるために市内小学校区単位に14カ所の「地区社会福祉協議会（地区社協）」
を組織し、住民主体・住民参加による各種福祉活動に取り組んでいます。
皆様から納入いただきました会費は、地区社協へ50％、市社協へ50％の配分をめざして、地域福祉活動

に使わせていただきます。

○平成21年度の会員数は14,887口（普通会員・
賛助会員・特別会員の総数）で会費総額は、
14,091,450円でした。
○平成21年度の社協会費の使途は、平成20年度
に皆様から納入いただいた会費総額13,830,900
円の内、地区社協へ5,876,100円を配分し、市社
協に7,954,800円を配分しました。

●地域の見守りネットワークや福祉活動を推進する「福祉委員活動」
●より身近な地域で地域福祉活動を推進する「地区社協活動」
●地域住民のふれあいと交流を深める「ふれあいサロン」
●障がい者の自立と社会参加を推進する「地域活動支援センター」
●子どもたちの福祉体験を応援し福祉の心を育む
「社会福祉学習支援事業」
●住民の各種ボランティア活動への参加を支援する
「ボランティアセンター事業」
●総合福祉センターの維持管理
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平成21年度
社会福祉協議会の会員会費に

ご協力ありがとうございました。

平成21年度
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会費総額 14,091,450 円会費総額 14,091,450 円
（H22.1.19 現在）（H22.1.19 現在）

社会福祉協議会（社協）は、住民が主体となって地域福祉の推進をめざす住民の福祉団体です。
そのため、活動の大きな財源として住民の皆さんに社協の会員になっていただき、会費を出
していただくことで、住民本位の立場で活動に取り組んでいくことをめざしています。

社協の会員は、皆さんの自主的な判断によるご協力（ご入会）をお願いしています

社会福祉協議会（社協）は、住民が主体となって地域福祉の推進をめざす住民の福祉団体です。
そのため、活動の大きな財源として住民の皆さんに社協の会員になっていただき、会費を出
していただくことで、住民本位の立場で活動に取り組んでいくことをめざしています。
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地域福祉を推進していくための協議を重ねている委員会での様々な分析の結果、どの
地域でも気になることとして、「地域の中での人と人とのつながりを危ぶむ声」があが
りました。前号に引き続き、「情報」という言葉をテーマに地域福祉を考えてみたいと
思います。

視
点

日頃から地域で共有し
ておいた方が良い情報
は何ですか？

地域で共有できな
い情報は何です
か？

配慮しなければならな
い情報とは何ですか？

地域で情報を共有
できていないとし
たら原因はなぜ？

私たち個人が守りたい
情報とは何ですか？

地域で必要な情報を
共有するにはどうし
たらいいですか？

ど
う
し
て
？

知っていること…
知らないこと…
知りたいこと…・

総社点訳の会では、リクエストのあった
本を中心に、平成21年度は9巻の点字図書
（4冊の図書）を、市立図書館に納めていま
す。
また、このほかにも広報そうじゃや社協

だより等を点訳し、目の不自由な方へお届
けしたり、ボランティアグループとして活
動しています。
会ではいっしょに活動してくれる人を募

集しています。パソコン点訳も行っていま
すので、興味のある方
は市社会福祉協議会
（92－8555）までご連
絡ください。

点訳ボランティア♪総社点訳の会♪

ひらめき脳 全３巻　　茂木健一郎
（新潮社）
日本人数のしきたり 全２巻　　板倉晴武
（青春出版社）
達者でポックリ 全２巻　　帯津良一
（東洋経済新報社）
養老訓 全２巻　　養老孟司
（新潮社）

平成21年度 図書館に納めた点字図書
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平成21年度 図書館に納めた朗読テープ
総社市の文学H20年作品 ４巻　総社市編
総社市の文学H20年作品（童話）２巻　総社市編
総社の地域誌「然」14号 ２巻　渡辺英次編
御宿かわせみ22「清姫おりょう」８巻　平岩弓枝著
御宿かわせみ23「源太郎の恋」 ８巻　平岩弓枝著
さよならの向こうに明日がある ２巻　岸川悦子著
金色のくじら ２巻　岸川悦子著
日本低山 10巻　小林泰彦著

朗読ボランティア「さつき会」では、リク
エストのあった本を中心に、平成21年度は
38巻の録音図書（8冊の図書）を、市立図書
館に納めています。
これらの録音図書の中で、総社市に版権が

ある物については、一般の方への貸出ができ
ますので、みなさん一度聴いてみてはいかが
でしょうか。
また、この他にも広報そうじゃや社協だよ

り等をテープに録音し、目の不自由な方へお
届けしたり、福祉施設で活動しています。会
では一緒に活動してくれる方を募集していま
すので、興味のある方は市社会福祉協議会
（92－8555）までご連絡ください。
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つながりつながり

長島愛生園にて
研修

つながり

ひと
つながり

4

ひと ひと
ひと

阿
曽
の
久
米
地
区
で
は
、
昨
年
の

10
月
11
日
(日)
に
新
し
い
企
画
の
行
事

『
菜
の
花
街
道
づ
く
り
』
を
試
行
し

ま
し
た
。
地
主
の
方
の
御
協
力
の
も

と
、
民
生
委
員
と
土
木
担
当
員
の
呼

び
か
け
で
『
久
米
お
し
ゃ
べ
り
サ
ロ

ン
』
の
会
員
を
は
じ
め
地
域
住
民
20

数
名
が
集
ま
っ
て
実
現
し
ま
し
た
。

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
三
清
荘
の

西
側
の
休
耕
田
で
、
県
道
総
社
足
守

線
に
沿
っ
て
長
さ
約
１
０
０
ｍ
、
幅

８
ｍ
の
面
積
が
あ
り
ま
す
。
走
り
行

く
自
動
車
か
ら
ジ
ュ
ー
ス
の
空
き
缶

や
ゴ
ミ
が
頻
繁
に
投
げ
捨
て
ら
れ
ま

す
。
ま
た
、
こ
の
地
点
の
道
路
に
は
、

徐
行
運
転
ゾ
ー
ン
や
時
速
40
km
の
速

度
制
限
が
標
識
さ
れ
て
い
る
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
ス
ピ
ー
ド
違
反
運
転
や

不
法
投
棄
も
日
常
的
に
繰
り
返
さ
れ

て
お
り
、
恐
怖
感
と
不
快
感
に
悩
ま

さ
れ
て
い
ま
す
。
他
者
の
立
場
か
ら

物
事
を
観
て
考
え
る
「
思
い
や
り
の

姿
勢
」
が
軽
視
さ
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
…
。

こ
の
た
め
『
菜
の
花
街
道
づ
く
り
』
は
、

具
体
的
な
改
善
策
と
し
て
、
地
域
住
民
で
あ

る
私
た
ち
に
で
き
る
こ
と
と
し
て
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。
こ
の
ま
ま
順
調
に
生
育
す
る
と

初
春
に
は
菜
の
花
が
、
八
列
横
隊
で
道
行
く

人
を
出
迎
え
て
く
れ
る
と
思
い
ま
す
。

無
数
に
咲
い
た
菜
の
花
に
よ
っ
て
醸か
も

し
出

す
色
彩
と
淡
い
香
り
が
、
こ
の
道
を
往
来
す

る
人
の
心
を
癒い
や

し
て
ゆ
と
り
を
導
き
だ
し
、

安
全
、
安
心
、
環
境
保
全
に
つ
な
が
る
で
あ

ろ
う
と
地
域
住
民
は
願
い
を
込
め
て
い
ま
す

…
。

行
い
、
皆
さ
ん
の
協
力
で
14
日
を
迎

え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

当
日
は
、
片
岡
市
長
を
は
じ
め
、

た
く
さ
ん
の
方
々
の
参
加
が
あ
り
ま

し
た
。

玄
関
を
入
る
と
、
地
域
の
方
々
の

写
真
、
押
花
、
ち
ぎ
り
絵
、
生
け
花
、

中
原
い
き
い
き
サ
ロ
ン
で
作
っ
た
作

品
が
ず
ら
り
と
並
び
、
も
み
じ
の
鉢

植
え
の
横
に
は
備
前
焼
の
展
示
が
あ

り
、
奥
に
入
る
と
愛
育
委
員
の
健
康

チ
ェ
ッ
ク
の
長
い
列
や
栄
養
改
善
の

手
作
り
お
や
つ
、
婦
人
会
の
抹
茶
で

の
も
て
な
し
が
あ
り
ま
し
た
。

介
護
予
防
拠
点
施
設
や
す
ら
ぎ
の

家
を
地
域
の
皆
さ
ん
に
知
っ
て
、
利

用
し
て
い
た
だ
き
、
ふ
れ
あ
い
楽
し

ん
で
ほ
し
い
と
願
い
、
11
月
14
日
(土)

「
常
盤
地
区
第
１
回
福
祉
ま
つ
り
」

を
開
催
し
ま
し
た
。

前
日
か
ら
た
く
さ
ん
の
役
員
さ
ん

が
、
作
品
の
展
示
か
ら
テ
ン
ト
張
り
、

駐
車
場
作
り
、
幕
の
張
り
付
け
等
を

お
座
敷
で
は
、
大
正
琴
と
三
輪
地

区
の
「
サ
ロ
ン
・
ド
・
み
わ
」
に
よ

る
バ
ン
ド
演
奏
を
聞
き
な
が
ら
、
福

祉
委
員
さ
ん
が
新
米
で
作
っ
た
お
に

ぎ
り
と
お
茶
を
手
渡
し
、
久
々
に
お

会
い
し
た
人
々
と
楽
し
い
お
話
が
出

来
た
よ
う
で
す
。

や
す
ら
ぎ
の
家
の
中
は
２
４
３
人

の
方
々
で
ギ
ュ
ー
ギ
ュ
ー
詰
め
。
人
、

人
、
人
で
し
た
が
、
お
天
気
に
恵
ま

れ
、
外
で
は
親
子
ク
ラ
ブ
が
シ
ャ
ボ

ン
玉
作
り
、
青
空
に
向
か
っ
て
、
大

小
様
々
な
七
色
の
シ
ャ
ボ
ン
玉
が
流

れ
飛
び
楽
し
そ
う
で
し
た
。

常
盤
地
区
の
皆
さ
ん
、
こ
の
様
な

立
派
な
「
や
す
ら
ぎ
の
家
」
の
施
設

を
有
意
義
に
活
用
し
て
元
気
に
過
ご

し
て
く
だ
さ
る
事
を
望
み
ま
す
。

『介護』

いつ我が身に･･･

暮らしの中で

ふと想う

年
を
と
っ
た
か
ら
で
は
な
い
。
平

穏
な
暮
ら
し
の
中
で
い
つ
我
が
身
に

『
介
護
』
が
…
と
、
ふ
と
想
う
こ
と

が
あ
る
。

介
護
サ
ー
ビ
ス
は
、
日
常
生
活
の

中
で
あ
う
事
故
、
社
会
的
疾
病
と
い

わ
れ
る
脳
卒
中
等
に
よ
る
後
遺
症

等
々
で
年
々
利
用
者
が
増
え
つ
つ
あ

る
と
の
声
を
受
け
、
昨
年
９
月
14
日

神
在
地
区
合
同
研
修
会
と
し
て
10

月
29
日
（木）
に
長
島
愛
生
園
を
訪
問
し

ま
し
た
。
現
在
も
大
勢
の
方
が
生
活

さ
れ
て
い
ま
す
。
私
た
ち
は
、
最
初

に
歴
史
館
で
説
明
を
受
け
、
生
活
さ

れ
て
い
る
方
の
生
の
声
を
ビ
デ
オ
で

聴
き
ま
し
た
。
昭
和
初
期
、
当
時
ハ

ン
セ
ン
病
は
感
染
症
で
あ
り
な
が
ら

有
効
な
治
療
法
が
な
か
っ
た
た
め
、

（月）
に
岡
山
県
介
護
サ
ー
ビ
ス
情
報
セ

ン
タ
ー
の
出
前
講
座
を
利
用
し
、

「
自
分
に
合
っ
た
介
護
サ
ー
ビ
ス
事

業
所
の
選
び
方
講
座
」
を
池
田
地
区

社
協
で
開
催
し
ま
し
た
。講

座
で
は
、

介
護
保
険
法
に

規
定
さ
れ
て
い

る
「
介
護
サ
ー

ビ
ス
情
報
の
公

表
」
や
「
情
報

提
供
の
仕
組

み
」
の
説
明
を

受
け
ま
し
た
。

療
養
所
へ
の
隔
離
が
行
わ
れ
た
の
で

す
。
そ
の
後
、
完
全
に
治ち

癒ゆ

す
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
後
遺

症
等
の
た
め
看
護
、
介
護
が
必
要
な

方
も
お
ら
れ
ま
す
。
当
時
、
親
や
兄

弟
姉
妹
と
離
れ
、
名
前
を
変
え
、
生

き
て
い
る
こ
と
、
存
在
す
ら
も
消
さ

れ
、
生
涯
療
養
所
の
中
に
閉
じ
こ
め

ら
れ
、
子
ど
も
を
つ
く
る
こ
と
は
許

さ
れ
ず
、
死
ん
で
も
故
郷
の
墓
に
帰

れ
な
い
。
こ
の
よ
う
な
哀か
な

し
い
人
々

が
生
き
て
、
今
な
お
生
活
し
て
い
る

と
い
う
現
実
に
目
を
向
け
、
耳
を
傾

け
ま
し
た
。
子
ど
も
た
ち
が
書
い
た

作
文
に
次
の
よ
う
な
一
節
が
あ
り
、

と
て
も
心
に
残
り
ま
し
た
。「
母
さ

ん
は
、
私
た
ち
を
ひ
と
り
、
こ
こ
に

残
し
て
、
桜
の
花
が
咲
く
頃
に
は
、

き
っ
と
会
い
に
来
る
か
ら
と
、
言
っ

て
い
た
の
に
、
も
う
あ
れ
か
ら
何
回

桜
は
咲
い
た
だ
ろ
う
。
あ
あ
…
、
な

ぜ
母
さ
ん
は
来
な
い
、
来
な
い
の
か
、

も
う
私
の
事
は
忘
れ
て
し
ま
っ
た

の
。
会
い
た
く
て
た
ま
ら
な
い
よ
。」

想
像
を
絶
す
る
苦
し
み
に
耐
え
て
き

た
の
で
す
。
私
た
ち
は
、
園
内
を
歩

き
、
故
郷
に
帰
れ
な
か
っ
た
方
々
の

納
骨
堂
へ
静
か
に
礼
拝
し
ま
し
た
。

こ
の
情
報
公
表
シ
ス
テ
ム
は
、
住

民
、
利
用
者
及
び
そ
の
ご
家
族
の

方
々
へ
の
周
知
の
ほ
か
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
に
よ
る
公
表
シ
ス
テ
ム
の
普

及
・
啓
発
へ
の
協
力
、
知
る
こ
と
に

よ
っ
て
自
分
の
ニ
ー
ズ
に
合
っ
た
介

護
サ
ー
ビ
ス
事
業
所
選
び
に
役
立
て

て
も
ら
う
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま

す
。
講
座
は
、
少
し
ハ
イ
レ
ベ
ル
で

し
た
が
、
地
区
内
の
民
生
委
員
、
福

祉
委
員
を
は
じ
め
各
種
福
祉
関
係
者

あ
わ
せ
て
30
名
の
参
加
が
あ
り
、

「
あ
な
た
の
事
業
所
選
び
の
決
め
手

っ
て
な
に
？
」
を
全
員
で
話
し
合
い
、

個
々
で
考
え
そ
れ
ぞ
れ
の
選
択
ポ
イ

ン
ト
を
提
起
し
て
し
め
く
く
り
ま
し

た
。引

き
続
き
地
域
の
中
で
福
祉
に
関

す
る
研
修
会
を
開
催
し
て
い
き
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。

人
権
、
平
和
の
尊
と
お
と
さ
を
次
世
代
に
語

り
続
け
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
思
っ
た
一
日
で
し
た
。

県介護サービス情報センター
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12
月
16
日
（水）
、
瀬
戸
内
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合

会
邑
久
支
部
の
皆
さ
ん
が
、
視
察
交
流
に
来
ら

れ
ま
し
た
。

ま
ず
、
総
社
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
の
概
要
、

そ
し
て
最
近
の
活
動
報
告
等
々
を
お
伝
え
し
、

邑
久
支
部
の
活
動
内
容
も
う
か
が
い
ま
し
た
。

質
疑
応
答
で
は
、
会
員
の
減
少
に
伴
う
単
位

老
人
ク
ラ
ブ
の
存
続
の
危
機
。
ま
た
、
新
会
員

入
会
促
進
の
方
法
な
ど
お
互
い
同
じ
問
題
を
抱

え
な
が
ら
活
動
し
て
い
る
こ
と
に
共
感
し
ま
し

た
。
こ
れ
か
ら
も
、

自
分
た
ち
の
た
め
に

元
気
で
老
人
ク
ラ
ブ

活
動
を
頑
張
り
ま
し

ょ
う
と
締
め
く
く
り

ま
し
た
。

ま
た
、
女
性
の
会

員
さ
ん
の
手
作
り
の

花
瓶
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。

お
互
い
に
勉
強
に

な
り
楽
し
い
時
間
を

持
つ
こ
と
が
で
き
、

有
意
義
な
交
流
会
に

な
り
ま
し
た
。

松
寿
会
で
は
年
４
回
、
県
大
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル

ー
プ
「
ひ
ま
わ
り
」
主
催
で
ふ
れ
あ
い
料
理
教
室
を

行
っ
て
い
ま
す
。
学
生
さ
ん
と
料
理
を
一
緒
に
作
っ

た
り
、
ゲ
ー
ム
を
楽
し
ん
だ
り
、
交
流
を
深
め
て
い

ま
す
。
今
回
は
折
り
紙
を
楽
し
み
、
料
理
は
温
か
い

小
松
菜
と
ご
ま
の
豆
乳
ス
ー
プ
、
レ
タ
ス
チ
ャ
ー
ハ

ン
、
き
な
粉
白
玉
を
作
り
ま
し
た
。

★
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
声

高
齢
者
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
や
共
同

活
動
な
ど
貴
重
な
体
験
を
さ
せ
て
も
ら
う
こ
と

が
で
き
ま
す
。
松
寿
会
の
方
と
の
ふ
れ
あ
い
か

ら
大
学
で
の
学
習
に
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
で
き
る

よ
う
、
参
加
し
て
い
ま
す
。

★
参
加
者
の
声

・
と
て
も
楽
し
く
、
食
事
も
簡
単
で
ヘ
ル
シ
ー

で
お
い
し
く
、
良
い
１
日
だ
っ
た
。

・
味
つ
け
は
高
齢
者
向
き
で
、
大
勢
で
食
べ
る

と
お
い
し
く
て
完
食
で
き
た
。

・
レ
ク
の
折
り
紙
で
は
絵
馬
に
抱
負
を
書
い
た

り
し
っ
か
り
若
い
パ
ワ
ー
を
も
ら
っ
た
。

始めは続くか
どうか不安だっ
たけれど、地域
のみんなで続け
ていくうちに…

体操だけでなく、みんなで楽しく
集うようになりました。(*^_^*)

体操の後は、
手作りゲーム、
輪投げなど、時
間が経つのを忘
れて楽しんでい
ます。

山田地区では、毎週火曜日13：30～山田分館に集まって、いきい
き百歳体操をしています。毎回、みんなで役割を決めて体操後も楽
しんでいます。お邪魔させていただいた日は、体操後、参加者の家
で収穫された柿と手作りの蒸しパンをいただきました。これからサ
ロンとしても楽しく集われる予定です。

ふれあいサロンは、高齢者や障がい者、子育て中の親子だけでなく、地域の誰もが、楽
しく気軽に参加できる「地域のお茶の間」です。
同じ地域に暮らす人々が集まって、自由な発想で企画・運営するふれあいサロンが、高齢者や障がい者

の閉じこもり防止、地域での『ふれあい』『助け合い』『支え合い』の活動につながることを願ってます。

１
月
21
日
（木）
に
サ
ン
ト
ピ
ア
岡
山
総
社
で
、

新
年
の
集
い
を
開
催
し
ま
し
た
。
総
社
市
介
護

保
険
課
の
小
田
求
課
長
を
講
師
に
お
迎
え
し
て
、

総
社
市
発
行
の
「
介
護
保
険
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
」

に
つ
い
て
説
明
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

サ
ー
ビ
ス
の
種
類
や
新
し
く
で
き
る
施
設
な

ど
に
つ
い
て
知
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
介
護

保
険
の
理
解
が
広
ま
っ
て
き
て
い
る
こ
と
や
、

い
き
い
き
百
歳
体
操
な
ど
の
介
護
予
防
に
力
を

入
れ
て
い
る
現
状
に
つ
い
て
も
教
え
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

情
報
交
換
や
会
食
も
行
い
、
充
実
し
た
ひ
と

と
き
を
過
ご
し
ま
し
た
。
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吉
備
自
立
支
援
セ
ン
タ
ー
は
、
平
成
18
年
10
月

に
開
所
し
ま
し
た
。
障
が
い
者
の
地
域
生
活
や
在

宅
支
援
を
目
的
と
し
た
複
数
の
サ
ー
ビ
ス
を
行
な

う
事
業
所
で
す
。

障
が
い
の
あ
る
方
が
安
心
し
て
地
域
で
生
活
が

で
き
る
よ
う
、
相
談
を
受
け
一
人
ひ
と
り
に
あ
わ

せ
た
必
要
な
支
援
を
提
供
し
て
い
ま
す
。

例
え
ば
、
住
む
場
所
が
必
要
な
方
に
は
グ
ル
ー

プ
ホ
ー
ム
・
ケ
ア
ホ
ー
ム
を
。
ひ
と
り
暮
ら
し
を

し
て
い
て
、
家
事
全
般
や
生
活
動
作
に
支
援
が
必

要
な
方
に
は
居
宅
介
護
等
の
ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
サ
ー

ビ
ス
を
。
日
中
過
ご
す
場
所
が
な
い
、
も
し
く
は
、

障
が
い
の
あ
る
子
ど
も
さ
ん
の
見
守
り
を
し
て
ほ

し
い
方
に
は
、
地
域
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
を
な
ど

そ
れ
ぞ
れ
に
あ
っ
た
よ
り
良
い
サ
ー
ビ
ス
を
提
供

で
き
る
よ
う
に
努
め
て
い
ま
す
。

【所在地のご案内】

【吉備自立支援センター遠景】

【ケアホームでの１コマ】

【アラジン活動風景】

①
地
域
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
Ⅱ
型
・
日
中
一
時
支
援
事
業
（
ア
ラ
ジ
ン
Ⅱ
）

社
会
活
動
（
買
い
物
、
公
園
等
の
利
用
な
ど
）、
創
作
活
動
（
絵
画
や
工
作
、
刺
し
ゅ
う
な

ど
）、
趣
味
的
活
動
（
音
楽
、
ビ
デ
オ
視
聴
な
ど
）、
運
動
（
散
歩
な
ど
）
を
午
前
９
時
〜
午

後
５
時
30
分
ま
で
木
曜
日
以
外
は
毎
日
実
施
。

②
共
同
生
活
介
護
・
共
同
生
活
援
助
事
業

（
ケ
ア
ホ
ー
ム
事
業
所
も
も
ぞ
の
・
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
事
業
所
も
も
ぞ
の
）

共
同
の
生
活
住
居
が
６
か
所
あ
り
定
員
が
そ
れ
ぞ
れ
４
名
か
ら
７
名
ま
で
。

③
居
宅
介
護
事
業
・
行
動
援
護
事
業
・
重
度
訪
問
介
護
事
業
・
移
動
支
援
事
業

訪
問
介
護
事
業
・
介
護
予
防
訪
問
介
護
事
業
（
ヘ
ル
パ
ー
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
　
ビ
タ
ミ
ン
Ⅱ
）

ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
が
日
常
生
活
を
営
む
上
で
介
護
や
支
援
を
必
要
と
す
る
利
用
者
の
方
の
自

宅
へ
訪
問
し
、
様
々
な
支
援
を
行
い
ま
す
。

④
相
談
支
援
事
業
（
あ
み
ー
た
Ⅱ
）

⑤
福
祉
有
償
運
送
事
業
（
岡
山
市
・
総
社
市
）

手
帳
を
所
持
し
て
い
る
方
（
要
支
援
、
要
介
護
、
身
体
障
害
者
手
帳
、
療
育
手
帳
、
精
神
障

害
者
保
健
福
祉
手
帳
）
で
自
力
で
は
外
出
が
難
し
い
方
を
対
象
に
車
で
移
送
す
る
サ
ー
ビ
ス

で
す
。（
１
㎞
90
円
の
費
用
負
担
）

Normalization ノーマライゼーションとは、すべての人が普通の生活ができるよう、ともに暮ら
し、ともに生きていくことをめざす社会が正常な社会であるという考え方です。

～地域活動支援センターゆうゆうより～

今、ゆうゆうでは『折り紙』がちょっとした
ブームになっています。簡単な花や動物に始ま
り、今では何枚もの折り
紙を組み合わせて、多面
体やのれんなどの大作も
作れるようになりまし
た。次は何を作ろうか、
楽しく悩んでいます。

11月6日(金)に、第2回岡山県精神障害者卓球大会が開催されまし
た。ゆうゆうからも4人の利用者が選手として参加し、なんと、交
流の部（団体戦）では、『金メダル』を、競技の部（個人戦）では
女子『金メダル』、男子『銅メダル』という素晴らしい成績を収め
ることができました!(^^)!
平日だったこともあり、応援者は少なかったのですが、日頃から

練習をしていたみんなで獲ったメダル、とてもうれしかったです。
みなさん、おめでとう～♪♪

活
動 介
紹

昨年の8月から、定
例行事の一つにカ

ラオケが加わりまし
た。毎回4～5名の方の参加があり、それ
ぞれの得意な歌を披露した
り、あまり歌ったことのな
い歌に挑戦したり、と楽し
んでいます♪

～カラオケ一言感想～
・知っている曲があるので、楽し
めている。
・新しい歌を歌いたい。
・音響が良く、気持ちが良い。
・待ち時間が長い。

○鬼の城散策　10月21日(水)
総勢12名が参加。まだ紅

葉には少し早い時期でした
が、天候にも恵まれ、秋の
自然を満喫しました。
○清音健康福祉まつり　11月8日（日）
ゆうゆうの有志と民生委員さんが協

力して、うどんの販売を行いました。
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種　　別 金　　額 寄　付　者 住　所 

香典返し 
 
 
 
篤志寄付 
 
歳末たすけあい 

200,000円 
5,000円 
10,000円 
30,000円 
25,686円 
321円 

10,000円 
50,000円 
69,570円 

土屋　道雄　亡妻（美都枝） 
河西　　勇　亡長男（秀和） 
三宅　好弘　亡父（武男） 
清水　克郎　亡母（佐和野） 
総社南高等学校PTA　南翔祭食品バザー収益金一部 
鬼の城千手観音岩屋山観音院外　おさい銭 
瀬口　健次 
角田　悦男 
総社市仏教会 

真壁 
中央二丁目 
久代 
井手 
三輪 
 
秦 
窪木 

▽香典返し 
坪井　武男 
秋山　武司 
山本　　勇 
野瀬　匡人 
片山　紀雄 
石井　　護 
q杉　公朗 
多田　和弥 
難波　　諒 
石井　基博 
q本　光輝 
秋山　和政 
田中　真弓 
井上　康明 
井上　康明 
鎌田　　昇 
浅野　　勲 
小西　正治 
小西　悠右 
守安　一彦 
西角　広幸 
山辺　都子 
別府　誠一 
匿　　　名 
入江　要次 
森宗　照光 
山本　忠志 
秋山　達郎 
匿　　　名 

亡母（千年） 
亡母（八重子） 
亡母（　子） 
亡母（春代） 
亡母（美喜子） 
亡父（勝治） 
亡父（長太郎） 
亡父（實） 
亡父（勇一） 
亡父（信行） 
亡母（スヱ子） 
亡妻（昌子） 
亡母（オヨウ） 
亡妻（陽子） 
亡父（輝夫） 
亡母（正恵） 
亡父（忠雄） 
亡祖母（美津子） 
亡母（益美） 
亡父（義人） 
亡父（幸三） 
亡母（澄子） 
亡父（清志） 
 
亡母（美登里） 
亡母（重子） 
亡父（倍弘） 
亡父（隆英） 
 

久代 
門田 
久代 
美袋 
下林 
秦 
日羽 
総社二丁目 
小寺 
久代 
真壁 
小寺 
井尻野 
三輪 
下倉 
新本 
久代 
山田 
小寺 
西郡 
泉 
真壁 
清音上中島 
小寺 
美袋 
下原 
中央四丁目 
中尾 
岡山市 

寄　付　者 住　　所 

武縄　勝浩 
武縄　勝浩 
小山　眞一 
山本　信夫 
谷本　幸子 
前田　信明 
匿　　　名 
q谷　　健 
小野　節夫 
金池　健二 
　野　英夫 
冨岡　泰之 
頼經　倶俔 
竹垣　　守 
荒木　精一 
池上　仁志 
別府　玲治 
坪井　基夫 
野瀬　綾子 
影山　正久 
澁江　俊典 
川上　　豊 
糸島　完二 
横田　幸子 
多田　慎治 
中西　建二 
東坂　　香 
中山　雄嗣 
山本　芳樹 
橋本　英俊 

三輪 
三輪 
上林 
秦 
真壁 
長良 
日羽 
宿 
新本 
真壁 
泉 
黒尾 
京都府 
南溝手 
総社一丁目 
総社二丁目 
新本 
原 
秦 
泉 
下原 
三輪 
泉 
宍粟 
延原 
地頭片山 
南溝手 
新本 
総社二丁目 
真壁 

寄　付　者 住　　所 

糸島　英彦 
河合　　孝 
難波　秀彰 
q杉　　博 
q本　健次 
名木田　登 
川西　利　 
三宅　正吉 
能勢　真次 
堀　美登里 
友野　浩二 
友野　康明 
宮田　憲治 
諏訪　綾子 
若林　三成 

亡姉（敦子） 
亡父（敏雄） 
亡父（孝慥） 
亡母（初恵） 
亡母（静子） 
亡母（満恵） 
亡母（フジエ） 
亡父（廉） 
亡母（廣子） 
亡夫（玉清） 
亡父（方一） 
亡祖父（豊） 
亡妻（千秋） 
亡夫（忠男） 
亡母（千鶴） 

亡祖母（絹惠） 
亡父（良宣） 
亡母（竹子） 
亡母（美惠） 
亡夫（功） 
亡祖母（喜代野） 
 
亡母（昭子） 
亡母（富得） 
亡父（廣平） 
亡母（寿子） 
亡祖母（チカヨ） 
亡母（數枝） 
亡父（孝彦） 
亡父（一） 
亡母（安子） 
亡母（百合子） 
亡母（ハルノ） 
亡夫（節二） 
亡義父（水野亀雄） 
亡父（誉） 
亡父（敏明） 
亡養父（仁平） 
亡夫（平） 
亡母（恒子） 
亡義父（長谷川伯平） 
亡夫（逸夫） 
亡父（勲） 
亡母（スマ） 
亡父（素宏） 

寄　付　者 住　　所 

秦 
倉敷市 
小寺 
三須 
三輪 
久代 
泉 
新本 
美袋 
下倉 
岡山市 
地頭片山 
久代 
泉 
清音三因 

▽篤志寄付・篤志品  
匿　　　名　　米30kg 
匿　　　名  
村木　麻子　亡母（しげ）  
  
▽歳末たすけあい  
車　　　巧  
匿　　　名  
ヤルグイの会　代表　金木節子  

 
刑部 
総社三丁目 
総社 
 
 
中央一丁目 
新本 
溝口 

平成21年10月21日から平成22年1月22日まで

問い合わせ／申込先　　総社市社会福祉協議会（福祉用具貸与事業所）
TEL 92-8565  FAX 93-7752

9999 組組組組ののののカカカカッッッッププププルルルルがががが誕誕誕誕生生生生　　　　　　　　

～お問合せ先～
総社市中央一丁目１番３号
総社市社会福祉協議会

TEL ９２-８５５５

12月17日に、総社西中
学校福祉委員会の皆さんよ
り、赤い羽根共同募金とし
て69,648円を寄付してい
ただきました。

※ご了承をいただいた方についてのみ、
原則として紙面上に寄付金額を掲載さ
せていただいております。 下記については、金額の多寡にかかわらずご希望により寄付金額は掲載しておりません。

総社市社会福祉協議会
では、福祉用具のレンタルを

行っております。介護保険を利用
されている方、また、介護保険を利用
できない方も、いつでも、ご相談に
お越しください。


